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★
親
が
子
供
の
手
を
つ
な
ぎ
、
子
供
は
「
マ

マ
、
パ
パ
」、「
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
」
と

じ
ゃ
れ
る
よ
う
に
歩
い
て
い
る
親
子
連
れ
の

風
景
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
。
そ
れ
が
小
さ

い
子
供
と
親
の
自
然
な
関
係
で
あ
る
。
そ
ん

な
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
真
逆
な
こ
と

が
、
千
葉
県
野
田
市
で
起
こ
っ
て
い
た
。
★
小
学
校
4
年

生
の
栗
原
心
愛
ち
ゃ
ん
が
、
父
親
の
度
重
な
る
虐
待
を
受

け
、
自
宅
の
浴
槽
で
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
誠
に

痛
ま
し
い
事
件
で
あ
る
。
連
日
、
テ
レ
ビ
で
こ
の
事
件
が

報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
私
も
家
内
も
す
ぐ
に
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
切
り
替
え
た
。
か
わ
い
そ
う
で
、
見
た
く
も
、
聞
き

た
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
★
昨
年
3
月
、
5
歳
の
女
の

子
が
、
同
じ
よ
う
に
親
の
虐
待
に
よ
っ
て
、
尊
い
命
を
失
っ

た
。
後
で
、
た
ど
た
ど
し
い
字
で
、「
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ゆ
る
し
て
」
と
哀
願
す
る
ノ
ー
ト
が
見
つ
か
り
、
多
く
の

人
の
涙
を
誘
っ
た
。
今
な
お
、
記
憶
に
新
し
い
。
そ
し
て
、

今
回
の
事
件
で
あ
る
。
★
抵
抗
す
る
手
段
を
持
た
な
い
子
供

達
を
救
う
こ
と
を
、
私
達
政
治
家
は
も
と
よ
り
、
世
の
大
人

達
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

児
童
虐
待
事
件
が
起
こ
る
た
び
に
問
題
と
な
る
の
は
、
学

校
、
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
の
連
携
の
悪
さ
で
あ
り
、

無
責
任
体
制
で
あ
る
。
★
児
童
相
談
所
は
「
そ
こ
ま
で
深

刻
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」、
学
校
は
「
子
供
は
普
段
と

あ
ま
り
変
わ
っ
た
様
子
は
な
か
っ
た
。
親
の
言
葉
を
信
じ
て

い
た
」
と
責
任
を
回
避
す
る
。
教
育
委
員
会
に
至
っ
て
は
機

能
不
全
で
、
全
く
当
て
に
な
ら
な
い
。
★
学
校
は
、
最
も
身

近
で
、
子
供
に
接
触
し
て
い
る
。
中
で
も
、
担
任
の
先
生

は
、
子
供
の
様
子
、
変
化
が
一
番
良
く
分
か
る
。
心
愛
ち
ゃ

ん
が
児
童
相
談
所
か
ら
帰
っ
て
、
学
校
を
休
ん
で
い
た
が
、

そ
の
時
、
何
か
を
感
じ
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
児
童

虐
待
防
止
の
た
め
に
、
学
校
に
は
大
き
な
責
任
が
あ
る
。
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参議院本会議で所信表明する安倍首相

依
然
高
い
安
倍
内
閣
の
支
持
率

突如浮上した毎月勤労統計不正
地方選、参院選を控え早期の解決を

突如浮上した毎月勤労統計不正
地方選、参院選を控え早期の解決を

恒 心

1
月
28
日
、
第
198
回
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
。
国
会
の
開
会
式
は

参
議
院
本
会
議
場
に
衆
参
両
院
議
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
る
。
い
つ

も
の
開
会
式
は
空
席
が
目
立
つ
が
、
今
回
は
今
上
陛
下
が
出
席
さ
れ

る
平
成
最
後
の
開
会
式
と
な
る
た
め
か
、
着
席
出
来
な
い
国
会
議
員

が
多
く
い
た
。
今
通
常
国
会
に
提
出
予
定
法
案
は
58
、
条
約
10
で
、

新
年
度
の
国
家
予
算
の
審
議
を
通
じ
て
、
内
外
の
課
題
に
つ
い
て
、

政
府
の
考
え
方
、
方
針
を
質
す
こ
と
に
な
る
。
10
月
に
実
施
さ
れ
る

消
費
税
増
税
へ
の
対
応
策
、
一
方
、
中
国
の
海
洋
進
出
、
ロ
シ
ア
の

軍
事
力
増
強
、
更
に
北
朝
鮮
の
核
を
巡
っ
て
、
日
本
の
安
全
保
障
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
韓
国
の
反
日
の
高
ま
り
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
、

外
交
、
安
全
保
障
へ
の
国
民
の
関
心
は
高
い
。
真
摯
な
論
議
を
期
待

し
た
い
。
そ
こ

に
突
如
、
浮
上

し
て
き
た
の
が
、

毎
月
勤
労
統
計

の
不
正
手
法
問

題
。
な
ぜ
不
正

が
継
続
さ
れ
て

き
た
の
か
、
再

発
防
止
の
方

法
、
そ
し
て
対

象
者
へ
の
給
付

を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
地
方
選
、

参
議
院
選
を
控

え
、
国
民
の
政

治
へ
の
信
頼
を

回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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第2セッションで開会の挨拶と団員の紹介をする

栗戦書全国人民代表大会常務委員長への表敬訪問

自民党政調会、徳島で開催
地方の声を政策に生かす

第8回日中議員会議、北京で開催
二ノ湯団長以下超党派議員10人が参加




























































第
85
回
自
民
党
大
会
3500
人
が
参
加

　

参
議
院
立
候
補

予
定
候
補
者
を
紹
介

昭
和
56
年	
滋
賀
大
学
経
済
学
部	

卒
業

昭
和
62
年	
西
田
昌
司
税
理
士
事
務
所	

開
設

平
成
2
年	

京
都
府
議
会
議
員	

初
当
選

平
成
19
年	

参
議
院
議
員	
初
当
選

	

参
議
院
自
民
党	
国
会
対
策
委
員
長
代
行

昭
和
52
年
1
月
21
日
生（
42
歳
）

京
都
大
学
経
済
学
部
卒
業

平
成
25
年
参
議
院
議
員
初
当
選

滋
賀
県
サ
ッ
カ
ー
協
会	

特
任
理
事

予
算
委
員
会	

理
事

参
議
院
自
民
党	

副
幹
事
長

意見交換会で挨拶する二ノ湯議員

岸
田
文
雄
氏
が
政
調
会
長
に
就

任
し
、
会
長
の
発
案
に
よ
っ
て
、

地
方
に
出
か
け
、
各
界
、
各
層
の

地
方
の
生
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
を

自
民
党
の
政
策
に
反
映
さ
せ
、
党

の
公
約
に
生
か
す
た
め
に
、
地
方

政
調
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
第
1
回
目
は
熊
本
県
、
2
回

目
は
1
月
20
日
に
徳
島
県
で
開
か

れ
た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
自

民
党
政
調
会
長
代
理
と
し
て
岸
田

会
長
に
同
行
し
た
。
徳
島
市
で

は
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転

で
消
費
者
庁
の
一
部
が
開
設
さ
れ

た
「
消
費
者
行
政
新
未
来
創
造
オ

フ
ィ
ス
」
を
視
察
し
、
飯
泉
徳
島

県
知
事
ら
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
会
場
を
移
し
、
県
内
の

地
方
6
団
体
の
代
表
、
さ
ら
に
、

医
療
、
福
祉
、
経
済
団
体
か
ら
要

望
を
聞
い
た
。

2007
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
中
議
員
会
議
は
、

今
回
で
8
回
目
と
な
る
。
両
国
の
国
会
議
員
に

よ
る
率
直
な
意
見
交
換
は
、
両
国
の
友
好
親
善

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
参
議
院

は
、
日
中
議
員
会
議
を
極
め
て
重
要
視
し
て
お

り
、
各
党
か
ら
推
薦
を
受
け
た
議
員
が
派
遣
さ

2
月
10
日
、
東
京
品
川
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
第
85
回
自
民
党
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
冷
え
込
み
の
厳
し
い
日
で
あ
っ
た

が
、
約
3500
人
の
党
員
、
党
友
が
参
加
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
谷
垣
禎
一
前
幹
事
長

も
車
イ
ス
で
顔
を
見
せ
、
張
り
の
あ
る
声
で
挨

拶
を
し
て
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
た
。
今
大
会
は
、
来
た
る
べ
き
統
一
地
方

選
、
そ
し
て
夏
の
参
議
院
選
挙
の
必
勝
を
誓
う

決
起
大
会
も
兼
ね
て
い
た
。
自
民
党
は
参
議
院

選
挙
で
は
、
選
挙
区
49
名
、
比
例
区
28
名
を
公

認
し
、
比
例
区
で
数
名
追
加
公
認
す
る
予
定
で

あ
る
。
大
会
会
場
で
、
京
都
府
選
挙
区
の
西
田

昌
司
、
滋
賀
県
選
挙
区
の
二
之
湯
武
史
の
両
氏

も
紹
介
さ
れ
、
会
場
で
安
倍
首
相
と
が
っ
ち
り

握
手
を
交
わ
し
た
。

れ
て
い
る
。
今
回
、
2
月
17
日
〜
19
日
の
日
程

で
、
非
常
に
厳
し
い
寒
さ
の
北
京
で
開
催
さ
れ

た
。
日
本
側
か
ら
は
、
10
名
の
超
党
派
議
員
が

参
加
し
、
二
ノ
湯
議
員
が
団
長
を
務
め
た
。
会

議
で
は
①
日
中
関
係
②
議
会
間
交
流
③
双
方
が

関
心
を
持
つ
国
際
及
び
地
域
的
課
題
④
そ
れ
ぞ

れ
の
国
内
事
情
⑤
経
済
貿
易
協
力
⑥
人
的
文
化

交
流
⑦
立
法
活
動
の
交
流（
環
境
保
護
、
高
齢

化
問
題
、
科
学
技
術
及
び
防
災
減
災
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
）の
7
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。
各
自
約
6
分
の
時
間
で
あ
る
の

で
、
十
分
な
意
思
疎
通
が
出
来
た
か
疑
問
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
日
中
関
係
を
始
め
、
議
会
間

交
流
、
地
域
及
び
国
際
情
勢
、
経
済
貿
易
協
力

や
人
的
交
流
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
、
率

直
か
つ
有
意
義
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
。
な
お
、
会
議
の
途
中
、
中
国
側
は
中
国

共
産
党
序
列
3
位
の
栗
戦
書
全
国
人
民
代
表
大

会
常
務
委
員
長
が
、
日
本
の
議
員
団
の
表
敬
訪

問
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
異
例
な
扱
い
で
あ

る
。
中
国
側
が
こ
の
会
議
の
重
要
性
を
十
分
に

認
識
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

西
田
昌
司（
京
都
府
選
挙
区
）

二
之
湯
武
史（
滋
賀
県
選
挙
区
）
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

統
一
地
方
選
自
民
候
補
者
ほ
ぼ
決
定

府
会
、
京
都
市
会
で
第
1
党
を
目
指
す

統一選必勝の京都府連決起大会
甘利選対委員長が来援

4
月
に
迫
っ
た
統
一
地
方
選
挙
。
自
民
党
京

都
府
連
で
も
昨
年
か
ら
公
認
候
補
者
選
定
の
作

業
を
進
め
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
候
補
者
が
確

定
し
た
。
京
都
府
連
と
し
て
は
、
府
会
で
過
半

数
、
京
都
市
会
で
3
分
の
1
を
目
指
し
て
い
る

が
、
か
な
り
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
。
目
標
達
成

に
は
各
選
挙
区
で
の
候
補
者
の
頑
張
り
は
も
ち

ろ
ん
、
陣
営
の
人
達
の
熱
心
な
支
援
活
動
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
女
性
候
補
者
が
少
な
い
と

批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
府
議
会
で
は
公
認

3
名
、
京
都
市
会
で
は
公
認
1
名
、
推
薦
1
名

を
擁
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

立
候
補
予
定
者
の
顔
ぶ
れ
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

今年は選挙の年と言われ、全国的に地方選挙
が行われる。京都府内でも、4月7日に京都府
議会、京都市会選挙、2週間後の21日には福知
山市、宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市で市
議会選挙、町議会では久御山町、和束町、そし
て向日市、京田辺市、木津川市では市長選挙が
実施される。自民党京都府連では、各級選挙の
公認、推薦候補の必勝を期すために、決起大会
を開催することにした。

京
都
府
議
会
議
員
選
挙
　
候
補
者
一
覧
表

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢
区
分

北
　
区

岸

本
　

裕

一

65

現
職

上
京
区

宮
下
友
紀
子

56

新
人

左
京
区

石

田
　

宗

久

52

現
職

中
京
区

青

木
　

義

照

55

新
人

東
山
区

荒

巻
　

隆

三

46

現
職

山
科
区

菅

谷
　

寛

志

57

現
職

下
京
区

小

巻
　

實

司

78

現
職

南
　
区

秋

田
　

公

司

65

現
職

右
京
区

二
之
湯
真
士

39

現
職

北

原
　

慎

治

47

新
人

西
京
区

近
藤
永
太
郎

68

現
職

伏
見
区

前

波
　

健

史

67

現
職

渡

辺
　

邦

子

60

現
職

福
知
山
市

井

上
　

重

典

72

現
職

家

元
　
　

優

63

現
職

舞
鶴
市

池

田
　

正

義

63

現
職

綾
部
市

四
方
源
太
郎

44

現
職

宇
治
市

久
世
郡

藤
山
裕
紀
子

41

現
職

荻

原
　

豊

久

52

新
人

宮
津
市

与
謝
郡

中

島
　

武

文

34

現
職

亀
岡
市

中

村
　

正

孝

65

現
職

城
陽
市

園

崎
　

弘

道

38

現
職

向
日
市

磯

野
　
　

勝

54

現
職

長
岡
京
市

乙
訓
郡

能

勢
　

昌

博

52

現
職

八
幡
市

中

川
　

貴

由

61

現
職

南
丹
市

船
井
郡

片

山
　

誠

治

58

現
職

木
津
川
市

相
楽
郡

兎

本
　

和

久

61

現
職

京
都
市
会
議
員
選
挙
　
候
補
者
一
覧
表

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢
区
分

北
　
区

山

本
　

恵

一

65

現
職

谷
口
み
ゆ
き

55

新
人

上
京
区

中
村
三
之
助

66

現
職

寺

田
　

一

博

53

現
職

左
京
区

桜

井
　

泰

広

55

元
職

玉

置
　

哲

朗

38

新
人

豊

田
　

恵

美

38

新
人

中
京
区

津

田
　

大

三

49

現
職

加

藤
　

昌

洋

31

現
職

東
山
区

平
山
た
か
お

31

現
職

山
科
区

富
　

き

く

お

67

現
職

𠮷
井
あ
き
ら

52

現
職

下
京
区

下
村
あ
き
ら

70

現
職

南
　
区

椋

田
　

隆

知

54

現
職

し
ま
も
と
京
司

53

現
職

右
京
区

田

中
　

崇

則

44

現
職

森

田
　
　

守

43

現
職

井

上
　

与

裕

40

新
人

西
京
区

田

中
　

明

秀

57

現
職

西

村
　

義

直

50

現
職

伏
見
区

繁
　
　

隆

夫

72

現
職

橋

村
　

芳

和

57

現
職

道

端
　

弘

之

49

現
職

中

川
　

善

夫

55

新
人
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谷
垣
禎
一
前
幹
事
長
元
気
に
挨
拶

一
、
文ム

ン
在ジ

ェ
イ
ン寅

大
統
領
の
登
場
以
来
、
韓
国
の
日

本
に
対
す
る
政
策
は
理
解
し
難
い
。
慰
安
婦
財

団
の
解
散
、
徴
用
工
問
題
を
蒸
し
返
し
、
自
衛

隊
機
へ
の
艦
船
か
ら
の
レ
ー
ダ
ー
照
射
な
ど
、

反
日
政
策
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
韓
国
の
意
図

が
、
良
く
分
か
ら
な
い
。

一
、
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
韓
国
国
会
の

議
長
が
、
昭
和
天
皇
の
子
供
で
あ
る
今
上
陛
下

が
頭
を
下
げ
、
謝
罪
す
れ
ば
慰
安
婦
問
題
は
解

決
す
る
と
、
失
礼
千
万
な
発
言
を
し
た
。
こ
の

議
長
は
韓
国
で
は
有
数
の
知
日
派
ら
し
い
が
、

戦
後
の
天
皇
の
立
場
が
分
か
っ
て
い
な
い
。

一
、
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
を
主
張
す
る
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
。
強
い
信
念
の
持
ち
主
と
言
う
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
勝
手
な
振
る
舞
い
を
す
る
政

治
家
な
の
か
。
世
界
最
強
国
の
指
導
者
で
あ
る

こ
の
人
の
存
在
は
世
界
の
不
安
定
要
素
の
1
つ

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
、
歳
を
取
る
ご
と
に
役
職
を
離
れ
、
仕
事
の

量
を
減
ら
し
て
行
く
の
が
、
普
通
の
人
の
人
生

で
あ
る
。
70
代
半
ば
に
な
っ
た
私
は
最
近
と
み

に
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
お
陰
で
休
む
間
も
な

く
、
東
に
西
に
走
り
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
健

康
法
の
一
つ
か
も
知
れ
な
い
。

一
、
今
年
に
入
っ
て
正
月
を
除
き
、
家
で
ゆ
っ

く
り
と
夕
食
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。
自
分
で

つ
け
た
漬
物
も
ほ
と
ん
ど
口
に
入
ら
な
い
。
家

内
の
手
料
理
で
、
白
い
ご
飯
、
漬
物
、
卵
焼

き
、
焼
き
魚
を
食
べ
る
事
が
、
当
面
の
私
の
さ

さ
や
か
な
願
い
で
あ
る
。

尾
形
府
議

　
京
田
辺
市
長
選
に
出
馬

二
極
対
立
の
激
し
い
選
挙
か








































自
民
党
大
会
に
は
、
自
転
車
事
故
で
大
怪
我

を
し
て
、
政
界
を
引
退
し
た
谷
垣
禎
一
前
幹
事

長
が
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、
元
気
一

杯
の
姿
を
見
せ
た
。
車
イ
ス
生
活
の
障
害
者
と

な
っ
た
今
、「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
障

害
者
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
そ
し
て
、
自
民

党
が
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
勝
利
し
、
安

定
し
た
政
治
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
張
り
の
あ

る
声
で
挨
拶
を
し
て
、
参
加
者
か
ら
万
雷
の
拍

手
を
受
け
た
。

3
期
12
年
限
り
で
勇
退
を
表
明
し
た
石
井
明

三
市
長
の
後
任
を
決
め
る
京
田
辺
市
長
選
挙

は
、
4
月
14
日
告
示
、
4
月
21
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
る
。
前
回
の
京
田
辺
市
長
選
挙
で
は
、

3
期
目
を
目
指
し
た
石
井
市
長
は
、
相
手
候
補

の
上
村
崇
氏
に
142
票
差
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
、

薄
氷
を
踏
む
勝
利
で
あ
っ
た
。
今
回
の
市
長
選

に
も
上
村
氏
は
す
で
に
立
候
補
を
表
明
、
運
動

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
先
日
は
、
自
民
党
の
尾

形
賢
府
会
議
員
が
出
馬
の
記
者
会
見
を
し
た
。

共
産
党
か
ら
は
、
今
の
段
階
で
、
立
候
補
す
る

動
き
が
な
く
、
尾
形
氏
と
上
村
氏
の
戦
い
の
様

相
が
濃
く
な
っ
て
き
た
。
自
民
党
は
尾
形
氏
の

推
薦
を
決
定
、
公
明
党
も
推
薦
の
方
向
で
あ
る

が
、
上
村
氏
は
前
回
の
選
挙
で
、
惜
敗
し
た
実

績
が
あ
り
、
尾
形
氏
に
は
厳
し
い
戦
い
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

50
の
手
習
い
、
下
手
の
横
好
き
と
言
お
う

か
、
書
道
は
二
ノ
湯
議
員
の
趣
味
の
1
つ
に

二
ノ
湯
議
員
、
書
道
展
に
出
品

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

元気な姿の谷垣禎一氏

尾
形
賢
の
政
策

★
誰
も
が
輝
け
る
〝
ま
ち
〟
へ

　
　
京
田
辺
市
政
の
継
承
・
発
展

★
京
田
辺
市
の
長
所
を
フ
ル
に
活
か
し
た

「
暮
ら
し
」
を
輝
か
せ
る
活
力
あ
る
ま

ち
。

★
一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
「
命
」
を
輝
か

せ
る
安
心
安
全
の
ま
ち
。

★
平
成
か
ら
そ
の
先
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
「
未
来
」
が
輝
く
ま
ち
。

尾
形
賢
の
略
歴

　

昭
和
55
年
10
月
27
日
生
。
38
歳
。

　

大
住
中
学
校
、
洛
南
高
校
、
大
阪
市
立
大
卒
。

　

平
成
19
年
府
議
会
議
員
初
当
選
。
当
選
3
回

な
っ
て
き
た
。
今
年
も
「
真
龍

書
道
会
」
主
催
の
書
道
展
が
、

大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
。
同
人
で
あ
る
二
ノ
湯
議
員

の
今
回
の
出
品
作
は
「
受
恩

刻
石
」。
受
け
た
恩
は
、
石
に

字
を
刻
む
よ
う
に
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
言
う
意
味
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
誰
し
も
こ
れ
を
実
践
す
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
。
二
ノ
湯
は
恩
知
ら
ず
だ
と
、

怒
っ
て
い
る
先
輩
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。


